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『 笠岡地区まちづくり協議会 』 

事務所：笠岡市笠岡２６２７番地 

「井戸会館」内 

電 話：６３－５９４９ 

Ｆａｘ：７５－０１０１ 

E-mail：zukuri2@mx1.kcv.ne.jp 

開館日：月･水･金曜日１４時～１７時 

   ９月の行事予定 

・９月１０日(水)１８：３０～ 

令和７年第３回子育て部会を予定 

・９月２０日(土)１４：００～ 

 令和７年第４回文化部会を予定 

・９月２３日(火) ７:３０～ 

「しろやま元気プロジェクト」を開催 

 

 

自助 

共助 公助 

 

防災特集「大きな地震への備え」 
南海トラフ大地震の発生確率が３０年以内に「８０％程度」に引き上げられ、昭和東南

海地震・昭和南海地震の発生から約８０年が経過していることからも切迫性の高い状態に

なっています。そして、２０２４年８月８日には南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）

が発表され不安な日々があったことを覚えているでしょうか。いつ起きるかも知れない地

震ですが、私たちができることは何か、地震への備えについて考えてみましょう。 

① 阪神・淡路大地震の教訓 耐震基準を満たさない昭和５６年以前の建物に被害が集中し

て家屋や・家具の倒壊による圧死・窒息と焼死が９割以上に及びました。 

改修可能な場所は早めに手当て。家具の転倒防止、寝室等部屋の整理整頓をしましょう。 

② 発災時の避難 避難指示に従って最寄りの避難所に向いましょう。場合によっては２階

以上の高いところに逃げる垂直避難も有効です。 

※避難所開設直後は、水や食料が準備できていない場合もありますので、家庭にある 

ペットボトル、菓子類を持って出ると安心です。 

③ 家族の安否確認 お互いの安否を確認できる様、日頃から話し合っておきましょう。 

④ 非常持ち出しバッグを準備 必要なものをﾘ ｭ ｯ ｸ ｻ ｯ ｸに詰めて準備しておきましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 編 集 後 記  

  連日厳しい暑さが続いていま

す。８月の降雨量は７日に２８

ミリ、お盆の連休中の１０日に

５２．５ミリ、１１日に１９ミ

リを観測し、その後はまた猛暑

に逆戻り。くれぐれもご自愛く

ださい。   Ｉ・Ｍ 

 

★第４３回映画会 

９月７日(日)午前１０時開演 

昭和の日本「昭和大恐慌」 ５４分 

★第４４回映画会 

１０月５日(日)午前１０時開演 

京都の名刹シリーズ 第３巻『枯山水、仁和寺』 

 

ＩＤＯ
い ど

シネマのご案内  

『

秋
の
交
通
安
全 

市
民
運
動

』 

交
通
ル
ー
ル 

  
 

守
っ
て
笑
顔 

晴
れ
の
国 

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
９
月
２１
日

（
日
）
か
ら
９
月
３０
日
（
火
）
ま

で
秋
の
交
通
安
全
市
民
運
動
が

展
開
さ
れ
ま
す
。 

こ
の
運
動
の
目
的
は
、
交
通
ル

ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ

ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
、
交
通

事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
も
の

で
、
交
通
事
故
の
な
い
明
る
い
地

域
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

 

  

 

 

 

 

 

 

定期船と神島「瀬戸」の渡し 

昭和 44年 1月撮影 仁科勝吉氏提供 

「笠岡今はむかし物語」

 

 

 

 

 

 

 

 

 明治 22年頃の笠岡  

 

 

笠
岡
今
は
む
か
し
物
語 

 

笠
岡
の
未
新
田
は
、
安
永
４
年

(

１
７
７
５)

、
未
年
に
完
成
し
、

明
治
時
代
に
古
城
山
の
土
砂
で

盛
り
土
さ
れ
て
、
次
第
に
市
街
化

し
、「
住
吉
町
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。 

 

笠
岡
を
通
る
古
道(

近
世
の
往

来)

と
し
て
、
東
西
に
通
っ
て
い
た

備
中
浜
街
道
は
、
絵
師→

富
岡→

古
城
山
の
麓→

東
本
町→

西
本

町→

威
徳
寺
下→

金
崎
山
麓
へ

と
続
い
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
写
真
で
も
東
本
町
か
ら

中
心
部
に
向
か
う
道
筋
が
分
か

り
、
左
の
山
裾
に
は
山
陽
本
線
の

ト
ン
ネ
ル
工
事
の
穴
が
見
え
て

い
ま
す
。 

ま
た
、
正
面
の
山
裾
に
は
焼
失

前
の
威
徳
寺
が
は
っ
き
り
と
映

っ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
右
上
の
龍
王
山
山
頂

に
は
一
本
松
が
そ
び
え
て
い
ま

す
が
、
松
く
い
虫
の
被
害
を
受
け

て
現
在
は
そ
の
雄
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

笠
岡
の
歴
史
を
ひ
も
解
き
、
郷

土
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
て
い

た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。 

 
 

 
 

会
長 

未新田(住吉町) 

威徳寺 

遍照寺と

多宝塔 

高おう神社 

トンネル工事中 

一本松 

港の一部 

明治２２年頃の笠岡 


